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15 事務局だより

大
学
時
代
の
後
半
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

と
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、

私
の
中
に
は
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
軸
」
み
た

い
な
も
の
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
日
常

の
ふ
と
し
た
瞬
間
に
あ
ら
わ
れ
る
。

　

小
さ
な
こ
と
だ
と
、
び
っ
く
り
す
る

ほ
ど
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
し
た
ト
イ

レ
に
出
く
わ
し
た
時
―
―
ふ
た
を
開
け
、

音
楽
を
流
し
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
！
そ
し
て
、

ふ
た
は
閉
じ
ら
れ
る
…
…
。「
う
ー
ん
、

そ
れ
よ
り
も
バ
ケ
ツ
と
手
桶
か
、
シ
ャ

ワ
ー
を
付
け
て
ほ
し
い
な
」
と
思
う
。

　

バ
ス
に
乗
っ
て
か
ら
、
両
替
せ
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
赤
信
号
を

狙
っ
て
両
替
機
ま
で
行
く
の
は
難
し

い
う
え
に
面
倒
だ
。「
ジ
プ
ニ
ー
な
ら
、

席
に
座
っ
た
ま
ま
支
払
い
が
で
き
る
の

に
」
と
い
う
思
い
が
頭
を
よ
ぎ
る
。

　

デ
モ（
ラ
リ
ー
）
に
参
加
す
る
と
、
喉

が
渇
く
し
、
お
腹
が
す
く
。「
フ
ィ
リ

ピ
ン
な
ら
、
た
く
さ
ん
の
屋
台
や
物
売

り
が（
勝
手
に
）出
る
の
に
な
ぁ
」
と
思
う
。

そ
れ
で
昨
冬
、
国
会
前
が
安
保
法
制
を

巡
っ
て
盛
り
上
が
っ
て
い
た
の
で
、
友

人
と
誘
い
合
っ
て
、
路
上
で
豚
汁
な
ど

を
配
っ
て
み
た
。
た
く
さ
ん
の
方
と
お

話
し
で
き
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

ち
な
み
に
、
こ
の
友
人
も
フ
ィ
リ
ピ
ン

滞
在
歴
が
あ
る
。

　
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
軸
」
は
、
私
が
日
本

の
近
現
代
史
を
知
る
助
け
に
も
な
っ
た
。

「
教
科
」
と
し
て
の
「
歴
史
」
は
苦
手

で
、
教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
す

ら
ろ
く
に
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
日
系
移
民
の
こ
と
、
日
米
に
よ
る

戦
争
の
こ
と
、「
戦
後
保
障
」
と
「
援

助
」
と
「
開
発
」
の
こ
と
、
移
住
労
働

の
こ
と
、
そ
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
ル

ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
…
…
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
映
し
鏡
に
し
て
、
知
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

　

私
が
「
開
発
教
育
」
と
い
う
も
の
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
も
、
そ
の
延
長
線

上
に
あ
る
こ
と
だ
。「
途
上
国
」
を
せ
っ

せ
と
「
開
発
」
す
る
よ
う
な
「
援
助
」

を
す
る
よ
り
も
、
日
本
の
人
び
と
に
知

っ
て
ほ
し
い
こ
と
、
出
会
っ
て
ほ
し
い

こ
と
、
行
動
し
て
ほ
し
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
だ
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
言
い
な
が
ら
も
、
ず

い
ぶ
ん
と
長
い
こ
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

は
行
っ
て
い
な
い
。
す
こ
し
寂
し
い
の

で
、
日
本
の
醤
油
と
酢
で
ア
ド
ボ
を
つ

く
る
。
夏
は
、
パ
ン
シ
ッ
ト
も
つ
く
る
。

黒
糖
か
り
ん
と
う
は
お
い
し
い
し
、

『
ハ
リ
ー
ナ
』
も
読
め
る
。
ア
ジ
ア
と
ち

ゃ
ん
と
つ
な
が
る
人
た
ち
と
お
仕
事
も

ご
一
緒
で
き
る
。
私
の
中
に
は
相
変
わ

ら
ず
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
軸
」
も
あ
る
か
ら
、

ま
あ
、
こ
れ
で
い
い
か
。
■

　2008年、石垣島を旅した時に、
『ハリーナ』の表紙用に沖縄の織
物を探していた。その際にみん
さー工芸館に展示してあった織

物が今回の表紙。本来八重山ミンサーは藍色だっ
たらしいが、工芸館では現代版にアレンジされた

様々な色の織物があり、八重山の空や海、太陽、草
木や花々を連想させる。
　八重山ミンサーは五つと四つをかたどった絣模
様が特徴で、「いつの世

4 4 4 4

までも、末永く……」と、通
い婚時代に女性が帯を織って男性に贈ったもの
で、藍を何度も染めて染色するので「愛を重ねる」
という意味も込められている。
　実は、06号にミンサー織はすでに登場しており、
結婚して石垣島へ渡った友人のエピソードを書
いた。彼女とは、年賀状のやりとりだけになってし
まっているが、2児の母となり、子育てしながら働
いているようだ。いつの世までも末永く、家族仲
よく元気でいることを願う。（吉澤真満子）

「ポコポコ」は「サンゴ礁の満潮」をイメージしています。潮が満ちていくにつれ、サンゴ礁のあちらこちらに“ポコ”（水たまり）が現れて、ポコポコ同士がつながり始め、いつのま
にか一面海になるというイメージです。アジアの各地域で「ポコ」が生まれ、気がつけばつながっているような活動をしていきたいという思いがこめられています。
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私の「フィリピン軸」
八木亜紀子／やぎ・あきこ
特定非営利活動法人開発教育協会（DEAR）

特
集ラ

オ
ス
：

新
興
コ
ー
ヒ
ー
生
産
国
の

農
民
の
生
活

箕
曲
在
弘
／
み
の
お
・
あ
り
ひ
ろ

東
洋
大
学
社
会
学
部
教
員

　
深
い
苦
味
と
香
り
が
特
徴
的
な
ラ
オ
ス
コ
ー
ヒ
ー
。今
か
ら
12
年
前
、現
地

の
生
産
者
協
同
組
合
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ

ン（
A
T
J
）
の
民
衆
交
易
に
ラ
オ
ス
の
コ
ー
ヒ
ー
が

加
わ
っ
た
。

　
40
年
前
、同
じ
社
会
主
義
国
と
し
て
独
立
し
た

ベ
ト
ナ
ム
の
報
道
に
比
べ
る
と
、
ラ
オ
ス
の
現
状

は
な
か
な
か
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
今
号
は
、長
年
ラ
オ
ス
の
農
村
部
で
、農
民
の

視
点
か
ら
地
道
な
調
査
交
流
を
続
け
て
き
た
箕

曲
在
弘
氏
に
、国
際
市
場
に
振
り
回
さ
れ
な
が
ら

も
生
き
延
び
て
き
た
コ
ー
ヒ
ー
農
家
の
姿
と
そ

の
将
来
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
。（
編
集
部
）

ラオスラオス

ベトナムベトナム

カンボジアカンボジア

タイタイ

マレーシアマレーシア

インドネシアインドネシア

東ティモール東ティモール

中国中国

フィリピンフィリピン

ミャンマーミャンマー

ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
は
、
東

南
ア
ジ
ア
で
は
唯
一
海
に
面
し

て
い
な
い
内
陸
国
で
あ
る
。
国
土
面
積

は
24
万
平
方
キ
ロ
ほ
ど
で
日
本
の
本
州

と
同
じ
く
ら
い
の
広
さ
で
あ
る
。
一
方

で
、
人
口
は
約
6
5
0
万
人
で
千
葉
県

と
同
じ
く
ら
い
で
あ
る
。
そ
の
人
口
の

78
％
ほ
ど
が
農
業
に
従
事
し
て
い
る
。

メ
コ
ン
川
沿
い
で
は
水
稲
耕
作
が
盛
ん

で
、
お
も
に
モ
チ
米
を
栽
培
し
て
い
る
。

ラ
オ
ス
と
聞
い
て
多
く
の
人
が
抱
く
悠

久
の
メ
コ
ン
川
の
流
れ
と
遠
く
ま
で
広

コーヒーの生豆。このコーヒー豆が日本をはじめ国外に輸出される。
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家
族
を
呼
び
寄
せ
、
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
に

従
事
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
国
営
農
場
は

給
料
遅
配
な
ど
の
理
由
に
よ
り
数
年
で

機
能
不
全
に
陥
り
、
1
9
8
5
年
頃
に

東
ド
イ
ツ
資
本
の
コ
ー
ヒ
ー
・
茶
公
社

に
運
営
主
体
が
変
わ
っ
た
。
こ
れ
も
1

9
9
0
年
の
ド
イ
ツ
統
一
後
に
廃
止
さ

れ
、
農
地
は
各
世
帯
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
ず

つ
に
分
配
さ
れ
た
。

　

一
方
、
ボ
ー
ラ
ヴ
ェ
ー
ン
高
原
の
農

業
集
団
化
政
策
で
は
、
既
存
の
村
落
に

お
い
て
土
地
の
私
有
制
を
廃
し
、
集
団

で
農
地
を
管
理
し
、
収
穫
物
の
コ
ー
ヒ

ー
を
政
府
の
事
務
所
に
売
却
す
る
生
産

協
同
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
、

参
加
は
任
意
で
あ
っ
た
が
、
村
長
か
ら

の
強
い
勧
誘
が
あ
っ
た
と
い
う
。
筆
者

が
調
査
す
る
プ
ー
オ
ー
イ
村
で
は
、
当

初
、
1
9
7
7
年
〜
1
9
8
0
年
ま
で

14
世
帯
が
加
盟
す
る
家
畜
協
同
組
合
が

あ
り
、
2
1
0
頭
の
牛
を
共
同
飼
育
し

て
い
た
。
だ
が
、
1
9
8
0
年
に
各
家

族
が
所
有
し
て
い
た
農
地
を
集
め
、
92

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
共
有
農
園
を
つ
く
り
コ

ー
ヒ
ー
栽
培
を
始
め
た
。
収
穫
物
に
対

す
る
報
酬
は
基
本
的
に
現
金
で
は
な
く
、

米
や
生
産
用
具
と
い
っ
た
現
物
支
給
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
協
同
組
合
が
各

村
で
設
立
さ
れ
た
も
の
の
、
報
酬
の
遅

配
が
原
因
で
1
9
8
0
年
代
の
中
ご
ろ

に
編
入
さ
れ
て
し
ば
ら

く
す
る
と
、
換
金
作
物

の
栽
培
実
験
が
各
地
で

行
わ
れ
、
ボ
ー
ラ
ヴ
ェ

ー
ン
高
原
で
も
1
9
1

5
〜
1
9
2
0
年
の
間

に
お
茶
や
果
実
の
苗
木

と
と
も
に
コ
ー
ヒ
ー
の

苗
木
が
フ
ラ
ン
ス
人
の

手
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
。

　

1
9
5
3
年
に
フ
ラ

ン
ス
が
完
全
撤
退
す
る

と
、
ラ
オ
ス
は
内
戦
状

態
と
な
っ
た
。
こ
の
あ
お
り
を
受
け
て
、

1
9
6
0
年
代
後
半
に
な
る
と
、
ボ
ー

ラ
ヴ
ェ
ー
ン
高
原
に
も
内
戦
の
勢
い
が

波
及
し
た
。
ラ
オ
ス
は
人
口
一
人
あ
た

り
の
爆
弾
投
下
量
が
世
界
一
多
い
国
で

あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
に
使
用
さ
れ

た
ホ
ー
チ
ミ
ン
ル
ー
ト
の
大
部
分
が
ラ

オ
ス
国
内
を
通
っ
て
お
り
、
米
軍
は
そ

こ
を
め
が
け
て
た
く
さ
ん
の
爆
弾
を
投

下
し
た
。
人
び
と
は
低
地
部
に
疎
開
す

る
か
、
森
の
中
に
隠
れ
る
か
と
い
う
選

択
に
迫
ら
れ
た
。

国
営
農
場
と
農
業
集
団
化
政
策

　

1
9
7
5
年
12
月
、
全
国
人
民
代
表

者
会
議
に
お
い
て
王
政
廃
止
が
宣
言
さ

で
、
実
に
10
倍
以
上
に
増
加
し
た
こ
と

に
な
る
。
一
方
、
2
0
1
4
年
の
輸
出

量
は
2
万
3
9
1
7
ト
ン
で
あ
り
、
フ

ラ
ン
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

な
ど
様
々
な
国
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

日
本
も
A
T
J
の
も
の
と
は
別
に
2
0

1
0
年
以
降
、
約
5
千
ト
ン
の
ア
ラ
ビ

カ
種
を
大
手
総
合
商
社
経
由
で
輸
入
し

て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
量
は
、
約

37
万
ト
ン
を
輸
出
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

や
1
5
2
万
ト
ン
を
輸
出
す
る
ベ
ト
ナ

ム
に
は
遠
く
及
ば
な
い
。
だ
が
、
日
本

に
限
れ
ば
、
ラ
オ
ス
は
国
別
の
輸
入
国

で
は
第
9
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
な
ど
、

ラ
オ
ス
コ
ー
ヒ
ー
の
国
際
市
場
に
お
け

る
存
在
感
は
徐
々
に
増
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
コ
ー
ヒ
ー
の
増
産
が
顕

オ
ス
南
部
の
ボ
ー
ラ
ヴ
ェ
ー
ン
高
原
の

コ
ー
ヒ
ー
生
産
者
の
生
活
の
実
態
に
つ

い
て
取
り
上
げ
る
。
同
地
は
2
0
0
4

年
よ
り
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ

ン（
A
T
J
）
が
、
現
地
の
協
同
組
合
か
ら

コ
ー
ヒ
ー
を
買
い
付
け
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
同
地
の
歴
史
的
背
景
を
政
治
、

経
済
的
な
動
向
と
の
関
係
に
注
目
し
て

跡
づ
け
、
今
日
の
コ
ー
ヒ
ー
生
産
者
が

抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
植
民
地
期
の

コ
ー
ヒ
ー
の
導
入
か
ら
内
戦
ま
で

　

ラ
オ
ス
に
お
け
る
コ
ー
ヒ
ー
の
ほ
と

ん
ど
は
、
南
部
の
ボ
ー
ラ
ヴ
ェ
ー
ン
高

原
に
お
い
て
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
同
地

の
東
側
に
は
ベ
ト
ナ
ム
と
の
国
境
を
形

成
す
る
ア
ン
ナ
ン
山
脈
が
南
北
に
縦
断

し
て
お
り
、
西
側
は
タ
イ
と
の
国
境
を

形
成
す
る
メ
コ
ン
川
が
流
れ
て
い
る
。

ラ
オ
ス
の
国
土
の
ほ
と
ん
ど
は
熱
帯
モ

ン
ス
ー
ン
気
候
に
属
し
、
雨
季
と
乾
季

が
明
確
に
分
か
れ
る
。
ボ
ー
ラ
ヴ
ェ
ー

ン
高
原
も
、
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
に

入
る
が
、
高
原
の
中
心
地
は
海
抜
1
2

0
0
〜
1
3
0
0
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に

あ
り
、
夜
は
厚
着
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
ほ
ど
涼
し
い
。

　

1
8
9
3
年
、
現
在
、
ラ
オ
ス
と
呼

ば
れ
る
土
地
が
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
連
邦

に
は
解
散
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
主
義
的
な
農
業
政

策
は
、
1
9
8
6
年
の
市
場
開
放
後
、

徐
々
に
影
を
潜
め
、
1
9
9
0
年
以
降

は
、
欧
米
の
開
発
援
助
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

コ
ー
ヒ
ー
の
増
産
と

品
質
向
上
を
目
指
す
開
発
援
助
計
画

　

今
日
、
ラ
オ
ス
に
お
い
て
農
業
は
G

D
P
の
22
％
ほ
ど
を
占
め
、
そ
の
中
で

も
コ
ー
ヒ
ー
は
輸
出
さ
れ
る
農
産
物
の

う
ち
の
第
一
位
で
あ
る
。
政
府
の
統
計

に
よ
れ
ば
、
1
9
7
6
年
に
2
7
8
0

ト
ン
あ
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
の
生
産
量
は
2

0
1
0
年
に
は
3
万
1
1
2
5
ト
ン
に

ま
で
拡
大
し
て
い
る
。
こ
の
四
半
世
紀

れ
、
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
が
誕
生

し
た
。
こ
の
と
き
、
名
実
と
も
に
内
戦

が
終
了
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、

全
国
で
国
営
農
場
や
農
業
集
団
化
政
策

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ボ
ー
ラ
ヴ
ェ
ー
ン
高
原
も
そ
の
例
外

で
は
な
か
っ
た
。
同
高
原
の
中
心
に
あ

る
チ
ャ
ム
パ
ー
サ
ッ
ク
県
パ
ー
ク
ソ
ー

ン
郡
で
は
、
政
府
が
ベ
ト
ナ
ム
人
や
ラ

オ
人
が
所
有
し
て
い
た
20
ヘ
ク
タ
ー
ル

程
度
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
い
く
つ

も
接
収
し
、
4
つ
の
国
営
農
場
を
誕
生

さ
せ
た
。
こ
こ
に
は
内
戦
で
負
け
た
王

国
軍
側
の
兵
士
が
全
国
各
地
か
ら
連
れ

て
こ
ら
れ
、
サ
マ
ナ
ー
と
呼
ば
れ
る
社

会
主
義
思
想
の
教
育
が
施
さ
れ
た
後
、

著
に
な
っ
た
の
は
、
社
会
主
義
時
代
の

農
業
政
策
が
基
盤
に
あ
っ
た
の
は
間
違

い
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
、
1
9
9
0

年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
政
府
や
民
間
企

業
の
様
々
な
動
き
に
よ
る
。
例
え
ば
、

政
府
は
1
9
9
0
年
代
に
入
り
実
質
的

に
焼
畑
陸
稲
耕
作
を
禁
止
し
、
そ
の
跡

地
で
換
金
作
物
栽
培
を
奨
励
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
な
か
で
ボ
ー
ラ
ヴ
ェ

ー
ン
高
原
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
の
増
産
と

品
質
向
上
を
目
指
し
、
1
9
9
1
年
以

降
15
年
以
上
に
わ
た
り
、
ラ
オ
ス
農
林

省
と
世
界
銀
行
や
フ
ラ
ン
ス
開
発
庁

（
A
F
D
）
は
数
度
に
わ
た
る
援
助
計
画
を

実
施
し
て
き
た
。
こ
の
過
程
で
、
高
収

量
品
種
の
カ
テ
ィ
モ
ー
ル
が
導
入
さ
れ
、

40
村
に
水
洗
加
工
設
備
が
設
置
さ
れ
て

き
た
。

　

こ
の
援
助
計
画
の
最
後
の
一
手
と
し

て
、
ラ
オ
ス
農
林
省
と
A
F
D
は
2
0

0
7
年
に
官
製
の
協
同
組
合
を
設
立
し

た
。
こ
の
協
同
組
合
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
と
有
機
認
証
を
獲
得
し
て
、
ラ
オ
ス

の
人
び
と
が
中
心
と
な
っ
て
コ
ー
ヒ
ー

を
安
定
的
に
輸
出
す
る
手
は
ず
を
整
え

て
き
た
。
今
日
で
は
1
8
5
5
世
帯
が

加
盟
す
る
協
同
組
合
と
な
り
、
援
助
資

金
な
し
に
商
業
ベ
ー
ス
で
毎
年
1
0
0

0
ト
ン
程
度
の
コ
ー
ヒ
ー
を
主
に
フ
ラ

ン
ス
な
ど
欧
州
諸
国
に
輸
出
し
て
い
る
。

が
る
の
ど
か
な
穀
倉
地
帯
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
は
、
ま
さ
に
こ
の
国
土
条
件
に
由

来
す
る
。

　

ラ
オ
ス
の
G
D
P
成
長
率
は
こ
の
数

年
、
7
〜
8
％
台
が
続
い
て
お
り
、
2

0
1
5
年
で
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
次
ぐ
第

2
位
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
成
長
率
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
よ
り
も

3
〜
4
％
高
い
。
こ
の
よ
う
な
高
成
長

を
け
ん
引
し
て
い
る
の
が
、
水
力
発
電

や
鉱
業
、
林
業
で
あ
る
。
ブ
ー
タ
ン
が

イ
ン
ド
に
売
電
し
て
外
貨
を
稼
い
で
い

る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
ラ
オ
ス
は
お
も

に
タ
イ
に
売
電
し
外
貨
を
稼
い
で
い
る
。

ま
た
、
ラ
オ
ス
で
は
金
、
銀
、
銅
が
採

掘
可
能
で
あ
り
、
こ
う
し
た
天
然
資
源

や
木
材
が
国
外
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
状
況
の
な
か
で
、
ラ
オ
ス
政
府
は

2
0
2
0
年
ま
で
に
後
発
発
展
途
上
国

を
脱
す
る
目
標
を
立
て
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
経
済
成
長
は
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
る
も
の
の
、
一
人
あ
た
り
の

G
D
P
は
1
7
0
0
ド
ル
程
度
で
あ
り
、

東
南
ア
ジ
ア
で
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
に
次
い
で
3
番
目
に
低
い
。
と

り
わ
け
高
原
や
山
地
部
の
農
村
の
経
済

成
長
の
遅
れ
は
、
政
府
が
克
服
す
べ
き

課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
背
景
か
ら
、
本
稿
で
は
、
筆
者
が
2

0
0
8
年
よ
り
調
査
を
続
け
て
い
る
ラ

水洗加工時の果肉除去の様子。手動でローラーを回す場合と、モー
ターで回す場合がある。
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こ
の
よ
う
な
政
府
主
導
の
計
画
と
は

別
に
、
民
間
資
本
レ
ベ
ル
で
輸
出
会
社

が
誕
生
し
た
。
と
り
わ
け
ダ
オ
フ
ア
ン

社
は
ラ
オ
ス
を
代
表
す
る
企
業
と
し
て

全
国
に
知
ら
れ
て
お
り
、
ど
の
仲
買
人

も
こ
の
ダ
オ
フ
ア
ン
社
に
コ
ー
ヒ
ー
を

売
却
し
て
い
る
。
筆
者
の
推
計
で
は
、

今
日
の
ラ
オ
ス
か
ら
輸
出
さ
れ
る
コ
ー

ヒ
ー
全
体
の
8
割
〜
9
割
程
度
が
ダ
オ

フ
ア
ン
社
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
も
と

も
と
貿
易
商
か
ら
始
め
た
同
社
は
1
9

9
5
年
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
の
買
取
を
始
め

る
よ
う
に
な
り
、
1
9
9
9
年
に
は
2

5
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
自
社
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
展
開
し
始
め
、
2
0
1
0
年

よ
り
ベ
ト
ナ
ム
製
の
大
型
水
洗
加
工
設

す
る
者
も
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
は
地

元
の
市
場
で
の
取
引
と
な
る
た
め
価
格

は
た
い
へ
ん
低
い
。
筆
者
の
2
0
0
8

年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
あ
る
村
で
は
1

ヵ
月
〜
4
ヵ
月
程
度
、
コ
ー
ヒ
ー
か
ら

得
た
収
入
で
は
主
食
を
買
う
お
金
が
得

ら
れ
な
い
世
帯
が
48
世
帯
中
22
世
帯
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
世
帯
は
、
近
く
の
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
日
銭
を
稼
ぐ
か
、

コ
ー
ヒ
ー
の
仲
買
人
に
借
金
を
す
る
な

ど
し
て
生
活
し
て
い
る
。

　

こ
の
仲
買
人
の
借
金
は
、
一
般
的
に

は
銀
行
か
ら
借
り
る
よ
り
利
子
が
高
い
。

銀
行
で
は
月
換
算
で
1
・
2
％
程
度
の

利
子
が
つ
く
が
、
仲
買
人
の
場
合
、
8

〜
10
％
と
な
る
。
農
家
は
土
地
を
担
保

ら
い
の
野
菜
は
自
分
た
ち
の
家
庭
菜
園

で
育
て
て
い
る
。
な
か
に
は
親
族
が
低

地
部
の
水
稲
耕
作
地
に
住
ん
で
お
り
、

そ
こ
か
ら
米
を
譲
り
受
け
る
者
も
い
る
。

彼
ら
は
貧
し
い
な
り
に
、
食
料
を
確
保

す
る
手
段
を
心
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

食
費
さ
え
確
保
で
き
れ
ば
、
あ
と
は

次
の
収
穫
期
ま
で
ほ
と
ん
ど
金
銭
を
使

わ
な
い
で
暮
ら
そ
う
と
思
え
ば
可
能
で

あ
る
。
税
金
や
電
気
代
な
ど
の
取
り
立

て
は
、「
金
が
な
い
」
と
い
っ
て
逃
げ

れ
ば
よ
く
、
農
園
の
手
入
れ
や
翌
年
の

収
穫
に
つ
い
て
も
家
庭
内
の
労
働
力
だ

け
で
済
ま
せ
れ
ば
よ
い
。
贅
沢
な
生
活

は
で
き
な
い
が
、
生
き
て
い
く
こ
と
は

で
き
る
。
こ
う
し
て
コ
ー
ヒ
ー
価
格
が

上
昇
す
る
な
ど
好
機
が
く
る
ま
で
過
ご

す
の
で
あ
る
。

る
努
力
を
し
な
く
て
は
現
在
以
上
の
収

入
は
期
待
で
き
な
い
。
他
方
で
子
ど
も

た
ち
を
農
業
以
外
の
職
に
就
か
せ
る
に

も
、
高
等
教
育
を
受
け
さ
せ
ら
れ
る
だ

け
の
余
裕
の
あ
る
農
家
は
極
め
て
少
な

い
。
子
ど
も
の
多
い
農
家
は
、
こ
の
点

で
、
将
来
の
生
活
に
不
安
を
抱
え
る
こ

と
に
な
る
。

　

ラ
オ
ス
の
コ
ー
ヒ
ー
農
家
が
長
期
的

な
視
野
に
立
ち
、
緊
急
で
必
要
と
な
る

医
療
費
や
、
高
等
教
育
を
受
け
る
の
に

必
要
な
教
育
費
を
計
画
的
に
貯
蓄
し
て

い
こ
う
と
す
る
意
識
は
あ
ま
り
見
ら
れ

な
い
。
多
く
の
農
家
は
、
税
金
、
電
気

代
、
雇
用
労
働
者
へ
の
労
賃
な
ど
近
い

将
来
に
求
め
ら
れ
る
支
出
要
求
を
満
た

す
の
に
精
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
一
方
で

少
し
金
銭
に
余
裕
が
あ
る
家
で
は
、
祭

り
の
と
き
に
多
く
の
支
出
を
求
め
ら
れ

た
り
し
て
、
周
囲
か
ら
余
裕
が
あ
る
人

並
み
の
支
出
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
農

村
社
会
で
自
ら
の
収
入
を
た
め
込
む
の

は
難
し
い
。

　

こ
の
た
め
、
一
般
的
に
は
牛
や
豚
な

ど
の
大
型
家
畜
を
飼
育
し
、
額
の
大
き

い
現
金
が
必
要
な
時
に
売
る
こ
と
に
な

る
。
だ
が
、
大
型
家
畜
は
盗
難
や
病
気

な
ど
の
リ
ス
ク
に
対
処
で
き
な
か
っ
た

り
、
世
帯
内
に
世
話
を
で
き
る
人
員
が

い
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
す

備
と
脱
穀
設
備
を
導
入
し
、
2
0
1
2

年
に
は
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
の
工

場
も
稼
働
し
始
め
た
。
日
本
の
大
手
総

合
商
社
も
、
ダ
オ
フ
ア
ン
社
を
介
し
て

コ
ー
ヒ
ー
を
購
入
し
て
い
る
。

　

政
府
の
施
策
と
民
間
企
業
の
努
力
に

よ
り
、
こ
の
十
数
年
の
間
に
ラ
オ
ス
の

コ
ー
ヒ
ー
は
東
南
ア
ジ
ア
ば
か
り
で
な

く
、
世
界
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
さ
に
ラ
オ
ス
は
コ
ー
ヒ
ー
新
興

国
と
い
え
る
。

食
料
確
保
の
た
め
の
生
存
術

　

こ
の
よ
う
に
ラ
オ
ス
の
小
規
模
農
家

を
取
り
巻
く
生
活
環
境
は
常
に
変
化
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
90
年
代

に
入
り
、
陸
稲
の
栽
培
が
で
き
な
く
な

っ
て
か
ら
は
、
主
食
の
米
が
確
保
で
き

る
か
ど
う
か
が
生
活
を
送
る
う
え
で
最

も
重
要
な
関
心
事
と
な
っ
た
。
そ
の
意

味
で
は
、
メ
キ
シ
コ
の
よ
う
に
主
食
を

別
に
栽
培
し
て
い
る
コ
ー
ヒ
ー
農
家
と

は
異
な
り
、
食
料
確
保
の
リ
ス
ク
は
高

い
と
い
え
る
。

　

だ
が
、
ラ
オ
ス
の
コ
ー
ヒ
ー
農
家
は
、

飢
え
て
し
ま
う
ほ
ど
貧
し
い
わ
け
で
は

な
い
。
現
金
収
入
が
少
な
い
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
支
出
を
抑
え
て
、
主
食
の

米
だ
け
は
確
保
す
る
よ
う
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
一
家
が
食
べ
て
い
け
る
く

に
銀
行
か
ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
は
可

能
だ
が
、
銀
行
が
村
の
近
く
に
な
い
と

か
、
ペ
ー
パ
ー
ワ
ー
ク
が
複
雑
で
苦
手

で
あ
る
と
い
っ
た
理
由
か
ら
銀
行
か
ら

の
融
資
を
好
ま
な
い
。
こ
の
点
、
取
引

し
て
い
る
仲
買
人
で
あ
れ
ば
、
簡
単
に

貸
し
て
く
れ
る
。

　

農
民
が
こ
の
よ
う
な
高
利
貸
し
に
頼

る
の
は
、
お
も
に
主
食
の
米
が
買
え
な

い
と
い
っ
た
理
由
以
外
に
、
突
然
必
要

と
な
る
医
療
費
を
賄
う
と
い
う
理
由
も

あ
る
。
農
家
は
ラ
オ
ス
の
公
的
医
療
機

関
の
水
準
が
低
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る

の
で
、
大
病
を
患
っ
た
際
に
は
、
都
市

部
の
私
的
医
療
機
関（
と
き
に
は
隣
国
タ
イ

の
病
院
）
の
お
世
話
に
な
る
。
こ
の
時
、

手
術
や
入
院
が
必
要
と
な
れ
ば
、
年
間

の
収
入
と
同
じ
く
ら
い
の
金
額
が
請
求

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
事

態
は
農
家
を
困
窮
化
さ
せ
る
要
因
と
な

り
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ー
ヒ
ー
農
家
の
未
来

　

コ
ー
ヒ
ー
栽
培
を
拡
大
さ
せ
た
く
と

も
、
す
で
に
開
墾
可
能
な
農
地
は
ほ
ぼ

残
っ
て
い
な
い
。
一
方
で
、
農
地
を
相

続
す
る
場
合
、
子
ど
も
た
ち
に
均
等
に

分
配
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
将
来
世

代
の
農
地
は
確
実
に
今
よ
り
も
小
さ
く

な
る
。
そ
の
な
か
で
単
収
を
上
昇
さ
せ

国
際
市
場
価
格
の
変
動
で

高
利
貸
し
の
犠
牲
に
な
る
農
民

　

ラ
オ
ス
の
コ
ー
ヒ
ー
農
家
が
飢
え
る

ほ
ど
で
は
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
安
定

し
た
生
活
が
確
保
で
き
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
コ
ー
ヒ
ー
の
国
際
市
場
価
格

の
変
化
は
、
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
。
例
え
ば
、
2
0
1
2
年
ま
で
は
、

こ
の
10
年
ほ
ど
ほ
ぼ
右
肩
上
が
り
で
コ

ー
ヒ
ー
価
格
が
上
昇
し
て
い
た
が
、
2

0
1
2
年
に
は
大
き
く
下
が
っ
た
。
だ

が
、
一
方
で
地
域
の
物
価
や
、
政
府
が

発
表
す
る
最
低
賃
金
も
段
階
的
に
上
昇

し
て
い
る
。
こ
の
関
係
で
コ
ー
ヒ
ー
の

収
穫
に
必
要
な
労
働
者
に
支
払
う
報
酬

も
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
国
際
市
場
価
格

が
下
が
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
労
賃
を

下
げ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
小
規
模
農
家

の
取
り
分
は
減
少
す
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
状
況
に
追
い
打
ち
を

か
け
る
の
が
、
雨
季
の
現
金
収
入
源
の

少
な
さ
で
あ
る
。
コ
ー
ヒ
ー
の
収
穫
は
、

ア
ラ
ビ
カ
種
と
ロ
ブ
ス
タ
種
の
両
方
を

育
て
て
い
れ
ば
年
2
回
だ
が
、
ど
ち
ら

も
乾
季
に
集
中
し
て
い
て
、
5
月
か
ら

10
月
ま
で
の
雨
季
の
6
ヵ
月
間
に
ま
と

ま
っ
た
収
入
が
得
ら
れ
な
い
。
も
っ
と

も
農
家
の
中
に
は
イ
モ
類
や
ハ
ー
ブ
類
、

野
菜
類
を
育
て
て
お
り
、
そ
れ
を
売
却

べ
て
の
家
庭
で
飼
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。

　

こ
の
ま
ま
の
状
態
で
、
単
収
が
上
が

ら
ず
に
、
次
世
代
の
農
地
が
狭
く
な
り
、

国
際
市
場
価
格
が
変
動
し
、
気
候
や
病

虫
害
の
影
響
で
収
量
が
減
る
と
き
が
周

期
的
に
訪
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
持
続

可
能
な
農
業
は
ま
す
ま
す
で
き
な
く
な

る
だ
ろ
う
。
官
製
協
同
組
合
は
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
認
証
を
利
用
し
た
安
定
的
な

取
引
を
し
て
い
る
も
の
の
、
近
年
で
は

汚
職
の
問
題
や
支
払
い
の
遅
さ
な
ど
の

課
題
が
あ
り
、
参
加
す
る
村
の
数
が
減

っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
状
況
で
、
次
世

代
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
よ
う
な
農

業
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
こ
の
地
域

の
農
家
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
。
■

雨季の仕事は草刈り。たいへんな重労働である。
ダオフアン社のインスタントコーヒー工場。ラオス資本によりインスタン
トコーヒーを製造し、国内外で販売している。

各世帯では１年で消費する分の米を備蓄している。

池のほとりで天日干し。日にあてて豆を乾燥させている。
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映
画
『
バ
ナ
ナ
の
逆
襲
』
は
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
人
の
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
ゲ
ル

テ
ン
監
督
の
『Big Boys G

one Bananas! （
ゲ

ル
テ
ン
監
督
、訴
え
ら
れ
る
）』（
第
1
話
）
と『Bananas! 

（
敏
腕
？
弁
護
士
ド
ミ
ン
ゲ
ス
、
現
る
）』（
第
2
話
）
の

二
作
品
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
2
話
が
2

0
0
9
年
、
第
1
話
が
2 

0
1
1
年
に
製
作

さ
れ
て
い
る
の
で
、
時
系
列
で
は
、
ド
ミ
ン

ゲ
ス
弁
護
士
が
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
ド
ー
ル
・
フ

ー
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
（
以
下
、
ド
〈
注
１
〉ー

ル
）
の
バ
ナ

ナ
農
園
で
働
く
労
働
者
が
農
薬
被
害
に
あ
っ

た
と
同
社
を
訴
え
た
後（
第
2
話
）、
そ
の
記
録

映
画
を
公
開
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
今
度

は
ゲ
ル
テ
ン
監
督
が
ド
ー
ル
に
訴
え
ら
れ
る

（
第
1
話
）、
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
日
本
で
あ

え
て
順
番
を
逆
に
し
て
上
映
す
る
の
は
、
観

客
の
探
究
心
を
あ
お
る
た
め
か
。

使
用
禁
止
農
薬
と
バ
ナ
ナ
農
園
労
働
者

　

と
も
あ
れ
、
物
語
の
発
端
は
第
2
話
。
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
に
、
高
級
車
に
乗
っ
た
人
物
の

登
場
。
こ
の
人
物
は
、
強
烈
な
個
性
が
光
る

ド
ミ
ン
ゲ
ス
弁
護
士
。
危
険
性
を
知
り
な
が

ら
ド
ー
ル
が
使
い
続
け
た
農
薬
に
よ
り
健
康

全
国
か
ら
の
募
金
を
バ
ラ
ン
ゴ
ン
バ
ナ

ナ
に
変
え
て
、
安
心
な
お
や
つ
と
し

て
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
福
島
県
内
の
児
童

施
設
に
届
け
る
「
バ
ナ
ナ
募
金
」
の
取
り
組

み
は
、
震
災
後
か
ら
始
ま
り
今
年
で
5
年
目

に
な
っ
た
。
多
い
時
に
は
24
ヵ
所
の
施
設
に

届
け
て
い
た
が
、
園
児
不
足
や
経
済
的
理
由

か
ら
閉
園
し
た
園
も
あ
り
、
現
在
は
17
ヵ
所

に
な
っ
て
い
る
。
5
月
末
、
福
島
市
内
に
あ

る
保
育
園
を
訪
問
し
た
。
こ
れ
ま
で
何
度
も

福
島
に
は
行
っ
て
い
る
が
、
豊
か
な
自
然
と

共
に
人
び
と
が
暮
ら
し
、
そ
れ
が
保
育
に
も

活
か
さ
れ
て
い
た
土
地
な
の
だ
と
い
う
こ
と

を
保
育
園
の
先
生
か
ら
お
話
を
聞
く
な
か
で

改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

放
射
線
量
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
る
遊
び
場

　

山
あ
い
に
立
地
し
て
い
る
飯
野
あ
お
ぞ
ら

保
育
所
は
、
周
り
が
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
て

子
ど
も
た
ち
が
好
き
そ
う
な
遊
び
場
が
い
っ

ぱ
い
。
園
庭
は
除
染
さ
れ
、
遊
具
を
全
て
取

り
替
え
た
た
め
、
線
量
も
下
が
り
、
時
間
制

限
な
し
で
遊
べ
る
が
、
園
外
で
は
ま
だ
遊
び

に
行
け
な
い
場
所
も
あ
る
。
向
か
い
に
あ
る

を
害
し
た
労
働
者
の
存
在
を
知
り
、
立
ち
上

が
る
。

　

ニ
カ
ラ
グ
ア
の
バ
ナ
ナ
農
園
の
様
子
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
あ
る
多
国
籍
企
業
の
日
本
輸

出
向
け
バ
ナ
ナ
農
園
と
そ
っ
く
り
で
あ
る
。

広
大
な
土
地
に
バ
ナ
ナ
だ
け
が
整
然
と
栽
培

さ
れ
て
い
る
風
景
。
防
護
服
な
ど
を
身
に
つ

け
ず
に
農
薬
を
噴
霧
す
る
低
賃
金
労
働
者
。

　

労
働
者
は
農
薬
に
よ
る
健
康
被
害
を
訴
え

る
。
し
か
し
、
公
害
健
康
被
害
の
問
題
と
よ

く
似
て
い
て
、
訴
訟
を
勝
ち
取
る
ほ
ど
の
因

果
関
係
を
証
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の

な
か
で
、
こ
れ
な
ら
証
明
で
き
る
と
ド
ミ
ン

ゲ
ス
弁
護
士
ら
が
絞
り
込
ん
だ
の
が
D
B
C

P
に
よ
る
無
精
子
症
の
被
害
で
あ
っ
た
。
結

局
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
法
廷
で
、
原
告
12
人

の
う
ち
6
人
の
被
害
に
つ
い
て
会
社
側
の
責

任
が
認
め
ら
れ
た
が
、
ド
ー
ル
は
上
訴
し
、

2
0
1
6
年
2
月
時
点
で
は
決
着
は
つ
い
て

い
〈
注
２
〉

な
い
。
驚
い
た
こ
と
に
、
D
B
C
P
は
、

1
9
7
9
年
に
製
造
中
止
さ
れ
、
翌
年
に
フ

ィ
リ
ピ
ン
で
使
用
が
禁
止
さ
れ
た
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
1
9
8
6
年
ま
で
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
バ
ナ
ナ
農
園
で
も
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

「
桑
仙
人
」
と
い
う
小
高
い
山
は
、
か
つ
て

は
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
だ
っ
た
が
線
量
が

高
く
現
在
も
遊
び
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

場
所
の
ひ
と
つ
。
所
長
の
斎
藤
先
生
に
震
災

当
時
の
お
話
を
伺
う
と
、
久
し
ぶ
り
に
マ
ラ

ソ
ン
を
し
た
ら
う
ま
く
走
れ
な
か
っ
た
り
、

歩
く
と
き
も
し
っ
か
り
歩
け
な
い
子
ど
も
が

い
た
の
で
、
震
災
後
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
体

づ
く
り
に
努
め
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

福
島
敬
香
保
育
園
で
は
、
震
災
以
降
、
体
育

館
を
借
り
て
実
施
し
て
い
た
運
動
会
を
5
年

ぶ
り
に
園
庭
で
開
催
で
き
た
。「
ど
ん
ぐ
り

私
は
取
材
で
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
バ
ナ
ナ
労
働

者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
無
精
子
症
の
恐
ろ
し
い
話
は
語
り

継
が
れ
て
い
た
。

　

裁
判
の
様
子
を
記
録
映
画
に
し
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
映
画
祭
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
上
映

し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
ド
ー
ル
が
主
催
者

に
上
映
中
止
を
要
求
し
、
監
督
を
名
誉
毀
損

で
訴
え
た
。
こ
の
過
程
を
描
い
た
の
が
第
1

話
で
あ
る
。
監
督
は
ド
ー
ル
の
脅
し
に
屈
す

る
映
画
祭
主
催
者
と
ド
ー
ル
の
両
方
と
闘
う

は
め
に
。
不
屈
の
精
神
を
も
つ
こ
と
が
う
か

が
え
る
監
督
で
は
あ
る
が
、
さ
す
が
に
憔
悴

し
て
い
く
。
そ
ん
な
監
督
に
一
筋
の
光
が
差

し
込
む
。
母
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ブ
ロ
ガ
ー

が
「
上
映
で
き
な
い
の
は
お
か
し
い
」
と
発

信
。
世
論
を
動
か
し
、
国
会
議
員
が
議
事
堂

で
上
映
し
た
。
そ
の
後
、
第
1
話
は
世
界
各

国
の
映
画
祭
で
受
賞
す
る
。

バ
ナ
ナ
を
食
べ
る
責
任
と
し
て

　

映
画
に
描
か
れ
る
多
国
籍
企
業
の
バ
ナ
ナ

農
園
に
お
け
る
農
薬
使
用
と
労
働
者
の
健
康

被
害
の
問
題
は
、
日
本
で
も
注
目
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
1
9
8
2
年
に
鶴
見
良
行
氏
が

『
バ
ナ
ナ
と
日
本
人
』（
岩
波
書
店
）
を
出
版
。
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
バ
ナ
ナ
農
園
に
お
け
る
多
国
籍

企
業
と
権
力
者
の
癒
着
、
低
賃
金
で
雇
用
さ

れ
る
生
産
者
、
生
産
者
の
農
薬
健
康
被
害
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
か
ら
30
年
以

拾
い
は
昨
年
か
ら
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
け

れ
ど
、
近
く
の
阿
武
隈
川
沿
い
に
あ
る
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
は
線
量
が
高
く
、
以
前
の

よ
う
な
土
手
滑
り
や
散
歩
が
自
由
に
で
き
な

い
状
態
」
と
園
長
の
飯
澤
先
生
が
悔
し
そ
う

に
話
し
て
い
た
。
同
席
し
た
先
生
か
ら
は
、

「
屋
内
で
育
て
た
ト
マ
ト
で
も
収
穫
し
て
食

べ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
眺
め
る
し
か
な
か
っ

た
時
が
一
番
辛
か
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返

る
話
を
聞
い
た
。
こ
の
園
で
は
、
玄
関
を
入

っ
て
す
ぐ
の
所
に
給
食
メ
ニ
ュ
ー
を
表
示
し

て
い
る
ボ
ー
ド
が
あ
り
、
そ
れ
に
A
P
L
A

か
ら
の
バ
ナ
ナ
配
送
用
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
付
い

て
い
る
絵
を
切
り
取
っ
て
貼
り
出
し
て
く
れ

て
い
た
。

バ
ナ
ナ
で
つ
な
が
る
ネ
グ
ロ
ス
と
福
島

　

そ
れ
ぞ
れ
の
園
で
多
く
の
苦
労
や
試
行
錯

誤
を
し
て
き
た
こ
の
5

年
、
給
食
も
放
射
線
量

を
計
り
、
使
用
す
る
食

材
も
県
内
産
の
食
材
が

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
徐
々
に
状
況
は
良

く
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う

に
見
え
る
が
、
自
然
に

恵
ま
れ
た
環
境
が
災
い

し
、
園
外
で
の
散
歩
や

遊
び
が
自
由
に
で
き
な

い
状
況
で
「
か
つ
て
の

上
が
過
ぎ
た
。
し
か
し
、
状
況
は
あ
ま
り
変

わ
っ
て
い
な
い
。

　

例
え
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
現
地
法
人

ス
ミ
フ
ル
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
よ
る
空
中
農
薬

散
布
に
反
対
す
る
運
動
が
起
こ
っ
て
い
る
。

住
民
は
健
康
被
害
を
訴
え
て
い
る
が
、
因
果

関
係
を
証
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
一
方
、

農
薬
は
農
園
以
外
に
も
散
布
さ
れ
、
風
に
乗

っ
て
飲
み
水
に
混
入
し
、
飛
行
機
の
騒
音
が

学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
妨
げ
に
な
っ

て
い
る
。
私
自
身
、
こ
う
し
た
状
況
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
ス
ミ
フ
ル
に
対
応
策
を
要

求
し
て
い
る
が
、
現
地
か
ら
の
情
報
に
よ
る

と
大
き
な
改
善
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
。
ゲ

ル
テ
ン
監
督
の
行
動
力
に
勇
気
を
も
ら
っ
た

い
ま
、
消
費
者
の
責
任
と
し
て
も
、
引
き
続

き
改
善
を
要
求
し
て
い
き
た
い
。
し
か
し
、

日
本
輸
出
向
け
バ
ナ
ナ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お

け
る
空
中
農
薬
散
布
の
問
題
に
つ
い
て
、
日

本
に
動
い
て
く
れ
る
国
会
議
員
は
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
状
況
が
う
ら
や

ま
し
い
ば
か
り
で
あ
る
。
■

保
育
を
取
り
戻
し
た
い
」
と
、
先
生
方
は

口
々
に
言
っ
て
い
た
。
自
然
の
恵
み
を
活
か

し
た
保
育
を
大
事
に
考
え
て
、
長
年
実
施
し

て
き
た
か
ら
だ
。
自
分
が
子
ど
も
だ
っ
た
と

き
、
外
で
自
然
と
触
れ
合
っ
て
遊
ん
だ
経
験

が
、
た
く
さ
ん
の
学
び
に
つ
な
が
っ
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　

今
回
訪
問
し
た
園
は
今
ま
で
訪
れ
た
こ
と

が
な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
ま
で
バ
ナ
ナ
を
届

け
る
こ
と
だ
け
で
つ
な
が
っ
て
い
た
が
、
実

際
に
会
っ
て
「
今
も
届
け
て
も
ら
っ
て
い
る

こ
と
を
と
て
も
有
り
難
い
と
思
っ
て
い
る
」

と
い
っ
た
声
や
そ
の
反
面
「
い
つ
ま
で
甘
え

て
よ
い
の
か
と
思
う
所
も
あ
る
」
と
い
う
複

雑
な
思
い
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

30
年
近
く
前
に
「
子
ど
も
に
無
農
薬
で
安

心
な
バ
ナ
ナ
を
食
べ
さ
せ
た
い
」
と
い
う
声

か
ら
始
ま
っ
た
バ
ラ
ン
ゴ
ン
バ
ナ
ナ
の
民
衆

交
易
。
バ
ナ
ナ
を
大
事
に
育
て
て
い
る
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
生
産
者
と
福
島
の
子
ど
も
た
ち
が

つ
な
が
る
。
A
P
L
A
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

こ
と
で
こ
れ
か
ら
も
福
島
と
つ
な
が
り
続
け

て
い
き
た
い
。
■

映
画
紹
介『
バ
ナ
ナ
の
逆
襲
』

石
井
正
子
／
い
し
い
・
ま
さ
こ

立
教
大
学
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

バ
ナ
ナ
が
つ
な
げ
た
保
育
園
を
訪
ね
て

大
久
保
ふ
み
／
お
お
く
ぼ
・
ふ
み

A
P
L
A
事
務
局
バ
ナ
ナ
募
金
担
当

〈
注
１
〉
日
本
の
株
式
会
社
ド
ー
ル
と
は
資
本
関
係
は
な
い
。

〈
注
２
〉
毎
日
新
聞（
2
0
1
6
）「
農
民
V
S
米
大
企
業
、映
画
に

し
た
ら
訴
え
ら
れ
た
：『
バ
ナ
ナ
の
逆
襲
』
フ
レ
ド
リ
ッ

ク
・
ゲ
ル
テ
ン
監
督
に
聞
く
」
2
0
1
6
年
2
月
29
日
。

h
ttp

://m
a

in
ic

h
i.jp

/a
rtic

le
s/2

0
1

6
0

2
2

9
/

d
d

e
/0

1
2

/2
0

0
/0

0
5

0
0

0
c

（
2
0
1
6
年
6
月
9
日
参
照
）

〈
注
３
〉
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン（
2
0
1
6
）「
ア
メ

リ
カ
で
使
用
禁
止
の
農
薬
を
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
使
い
続
け

た
企
業
の
倫
理
的
責
任
を
問
い
た
い
：『
バ
ナ
ナ
の
逆

襲
』
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
ゲ
ル
テ
ン
監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

h
ttp

://a
lte

rtra
d

e
.jp

/a
rc

h
ive

s/1
2

1
3

5

（
2
0
1
6
年
6
月
9
日
参
照
）

『バナナの逆襲』
監督：フレドリック・ゲルテン　スウェーデン
［第1話　2011年・87分］［第2話　2009年・87分］

【公式サイト】
HP http://kiroku-bito.com/2bananas/
Facebook https://www.facebook.com/kb2bananas/

引
き
続
き
バ
ナ
ナ
募
金
へ
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
郵
便
振
替
0
0
1
9
0
─
3
─
4
4
7
7
2
5

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
A
P
L
A

　

※
通
信
欄
に「
バ
ナ
ナ
募
金
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
銀
行
口
座
み
ず
ほ
銀
行
高
田
馬
場
支
店（
普
通
）

　

2
6
5
0
3
2
7　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
A
P
L
A

※
銀
行
振
込
の
場
合「
バ
ナ
ナ
募
金
」
へ
の
募
金
で
あ
る
こ

と
を
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

敬香保育園で張り出されていたバランゴンバナナの説明。

©WG FILM
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去
る
5
月
24
日
、
カ
カ
オ
・
キ
タ
の
大

切
な
仲
間
が
天
国
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。
彼

女
の
名
は
マ
ル
テ
ィ
ナ
・
ウ
ォ
ノ
テ
ラ
イ

さ
ん
、
通
称
テ
ィ
ナ
、
享
年
42
歳
で
し
た
。

カ
カ
オ
事
業
に
は
立
ち
上
が
り
の
頃
か
ら

関
わ
り
、
2
0
1
0
年
ネ
グ
ロ
ス
で
開
催

さ
れ
た
ア
ジ
ア
民
衆
基
金（
A
P
F
）
総
会

に
も
カ
カ
オ
・
キ
タ
代
表
の
デ
ッ
キ
ー
さ

ん
と
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。
4
月
末
に

胸
の
痛
み
を
訴
え
て
入
院
し
、
最
後
は
手

足
が
パ
ン
パ
ン
に
浮
腫
み
、
呼
吸
困
難
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。
テ
ィ
ナ
が
亡
く
な
る

2
日
前
に
私
は
彼
女
を
見
舞
い
ま
し
た
。

呼
吸
も
苦
し
そ
う
な
テ
ィ
ナ
で
し
た
が
、

パ
プ
ア
チ
ョ
コ
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
で

も
売
る
構
想
で
話
が
盛
り
上
が
り
、「
テ

ィ
ナ
は
パ
プ
ア
チ
ョ
コ
の
国
内
販
売
担
当

だ
か
ら
よ
ろ
し
く
頼
む
よ
」
と
デ
ッ
キ
ー

さ
ん
か
ら
言
わ
れ
る
と
、
満
面
の
笑
顔
で

　

カ
ネ
シ
ゲ
フ
ァ
ー
ム
が
あ
る
ラ
・
カ
ル

ロ
ー
タ
市
は
市
民
の
6
割
以
上
が
砂
糖
産

業
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
町
を
移
動
し
て

い
て
も
景
色
は
変
わ
ら
ず
、
目
に
入
る
緑

は
ほ
と
ん
ど
が
砂
糖
キ
ビ
。
そ
ん
な
砂
糖

キ
ビ
畑
に
囲
ま
れ
て
ポ
ツ
ン
と
小
さ
な
森

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
カ
ネ
シ
ゲ
フ
ァ
ー

ム
で
す
。
約
5
・
5
ha
の
農
場
に
は
様
々

な
野
菜
や
果
物
が
植
え
ら
れ
、
た
く
さ
ん

の
生
き
物
た
ち
が
い
ま
す
。
7
年
前
、
荒

地
だ
っ
た
土
地
に
だ
ん
だ
ん
と
自
然
が
戻

っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
敷
地
内
に
は
い

く
つ
か
の
家
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
ッ

フ
や
そ
の
家
族
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
そ
の
中
の
ひ
と
つ
、
リ
ビ
ン
グ
の
よ

う
な
役
割
を
し
て
い
る
家
の
話
で
す
。

　

食
事
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
の
ん
び
り
過

ご
す
時
に
み
ん
な
こ
こ
に
集
ま
り
ま
す
。

竹
で
で
き
た
高
床
式
の
こ
の
家
は
お
世
辞

頷
い
た
テ
ィ
ナ
。
今
年
2
月
に
彼
女
は
自

身
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
、
日
本
で
販
売

さ
れ
て
い
る
チ
ョ
コ
ラ 

デ 

パ
プ
ア
に
つ

い
て
「
こ
の
チ
ョ
コ
に
は
人
間
的
価
値
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
写
真
入
り
で
紹

介
し
、
た
く
さ
ん
の
「
い
い
ね
！
」
や
コ

メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
実
は
こ
れ

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
地
元
で
パ
プ
ア

チ
ョ
コ
を
販
売
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

が
高
ま
り
、
今
そ
の
夢
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
る
の
で
す
。

　

テ
ィ
ナ
の
お
通
夜
に
は
多
く
の
友
人
が

集
ま
り
、
夜
通
し
皆
で
パ
プ
ア
の
歌
を
唄

い
続
け
ま
し
た
。
そ
し
て
日
の
出
前
、
テ

ィ
ナ
の
亡
骸
を
故
郷
ナ
ビ
レ
に
搬
送
す
る

た
め
霊
柩
車
は
空
港
に
向
け
て
出
発
、
友

人
た
ち
が
オ
ー
ト
バ
イ
や
軽
ト
ラ
ッ
ク
で

そ
の
後
に
続
き
ま
し
た
。
寝
静
ま
る
町
を

た
た
き
起
こ
す
か
の
よ
う
に
、
霊
柩
車
は

け
た
た
ま
し
く
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
テ

ィ
ナ
が
い
つ
も
買
い
物
を
し
て
い
た
ア
ベ

プ
ラ
の
町
、
テ
ィ
ナ
が
通
っ
た
チ
ェ
ン
デ

ラ
ワ
シ
大
学
を
走
り
抜
け
、
彼
女
は
20
年

近
く
住
ん
だ
こ
の
町
と
私
た
ち
に
別
れ
を

告
げ
た
の
で
す
。

　

テ
ィ
ナ
と
一
緒
に
何
度
も
通
っ
た
カ
カ

オ
産
地
、
ふ
と
青
空
を
見
上
げ
る
と
テ
ィ

ナ
の
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。「
私

た
ち
頑
張
っ
て
い
る
か
ら
、
テ
ィ
ナ
も
そ

ち
ら
か
ら
ず
っ
と
応
援
し
て
い
て
ね
」。

に
も
立
派
な
家
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
な

ぜ
か
居
心
地
が
い
い
ん
で
す
。
し
か
し
老

朽
化
が
進
み
、
足
元
を
確
認
し
な
い
と
床

が
折
れ
て
落
ち
て
し
ま
う
ま
で
に
な
っ
て

し
ま
い
、
さ
す
が
に
こ
れ
は
、
と
改
築
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

仕
切
り
壁
を
つ
け
て
部
屋
数
を
増
や
し

た
り
、
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
や
黒
板
も
作
り

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
し
や
す
く
し
ま
し
た
。

あ
る
程
度
完
成
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
話

題
は
家
の
外
装
を
何
色
に
す
る
か
に
つ
い

て
。「
何
色
に
し
よ
う
か
」
と
ジ
ョ
ネ
ル

に
聞
く
と
「
ピ
ン
ク
！ 

は
は
は
！ 

冗
談

だ
よ
」
と
。
別
の
日
に
レ
ネ
に
聞
く
と

「
ピ
ン
ク
で
し
ょ
！
」
と
。
他
の
ス
タ
ッ
フ

に
聞
い
て
も
ま
ず
み
ん
な
「
ピ
ン
ク
」
と

言
う
の
で
す
。
冗
談
で
言
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
み
ん
な
が
同
じ
色
を
言
う
の
で
、

本
当
に
ピ
ン
ク
に
決
め
ま
し
た
。
で
も
さ

す
が
に
全
部
を
ピ
ン
ク
は
…
…
と
い
う
話

に
な
り
、
窓
部
分
を
ピ
ン
ク
、
そ
の
他
は

緑
と
い
う
何
と
も
派
手
な
家
に
な
り
ま
し

た
。
初
め
は
冗
談
で
言
っ
た
こ
と
が
本
当

に
な
り
、
み
ん
な
笑
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
が
ま
た
愛
着
を
深
め
る
こ
と
に
。

　

今
日
も
ス
タ
ッ
フ
の
誰
か
が
朝
6
時
に

眠
い
目
を
こ
す
っ
て
薪
に
火
を
お
こ
し
、

家
か
ら
は
も
く
も
く
と
煙
が
出
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
見
て
み
ん
な
が
集
ま
り
、
コ
ー
ヒ

ー
を
飲
み
な
が
ら
1
日
の
始
ま
り
を
共
に

過
ご
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

パ
プ
ア
チ
ョ
コ
の
夢
を
抱
き
逝
っ
た
友

冗
談
が
ほ
ん
と
う
に
⁉

第
3
章

百
姓
暮
ら
し
は「
い
き
も
の
が
か
り
」

農
的
な
自
学
自
習
の
学
び

津留歴子／つる・あきこ
オルター・トレード・インドネシア社現地駐在員

寺田俊／てらだ・しゅん
APLA事務局

斎藤博嗣＆裕子／さいとう・ひろつぐ＆ゆうこ
一反百姓「じねん道」

カカオの買い付けをするティナさん（右）。

家族で楽しむ子供農業雑誌『のらのら』（農文協）
No.19(2016夏号)に載った“じねん童”たち。

白黒写真でカラーが見えず残念ですが、新しくペン
キで塗られた家。実際は派手！！

　

子
ど
も
た
ち
を
、
子
ど
も
百
姓
〝
じ
ね

ん
童ど

う

〞
と
呼
ん
で
い
る
。
自
分
で
立
ち
、

歩
き
始
め
た
頃
か
ら
野
良
仕
事
の
手
伝
い

を
し
、
彩い

ろ

葉は

は
７
年
、
風ふ

う

禾か

は
４
年
、
百

姓
見
習
い
を
し
て
い
る
。
自
然
と
な
か
よ

く
遊
び
な
が
ら
お
手
伝
い
す
る
姿
か
ら
、

日
常
に
あ
る
「
農
と
い
う
学
び
＝
響き

ょ
う

育い
く

の
場
」
の
大
切
さ
を
実
感
!!　

モ
ン
テ
ッ

ソ
ー
リ
の
「
子
ど
も
は
自
然
か
ら
の
宿
題

を
も
ら
っ
て
お
り
、
大
人
は
そ
れ
を
知
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
連
想
す
る
。

　

子
ど
も
の
貧
困
・
学
力
低
下
・
い
じ
め
・

不
登
校
・
虐
待
な
ど
「
子
ど
も
」
を
め
ぐ

る
ニ
ュ
ー
ス
が
絶
え
な
い
。
国
連
の
「
子

ど
も
の
権
利
委
員
会
」
は
、「
日
本
の
子
ど

も
は
極
度
に
競
争
的
な
教
育
制
度
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
の
た
め
発
達
上
の
障
害
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
」
と
日
本
政
府
に
是
正
を
求

め
98
年
、
04
年
、
10
年
の
3
回
勧
告
し
た
。

親
の
収
入
が
少
な
い
＝
子
ど
も
の
貧
困
を

も
た
ら
す
、
教
育
格
差
↓
学
歴
格
差
↓
所

得
格
差
と
い
う
構
図
は
、
日
本
に
蔓
延
す

る
差
別
的
な
価
値
観
の
あ
ら
わ
れ
だ
。

　

N
H
K
「
1
0
0
分
d
e
名
著
」
で
、

ル
ソ
ー
『
エ
ミ
ー
ル
』
が
放
送
さ
れ
た
。

「
万
物
を
つ
く
る
者
の
手
を
離
れ
る
と
き
、

す
べ
て
は
よ
い
も
の
で
あ
る
が
、
人
間
の

手
に
う
つ
る
と
、
す
べ
て
が
悪
く
な
る

…
」
大
人
は
仕
事
や
経
済
と
い
う
言
い
訳

で
、
ど
れ
ほ
ど
子
ど
も
を
「
大
人
の
モ
ノ

サ
シ
」
に
当
て
は
め
て
来
た
か
。

　

歌
手
「
い
き
も
の
が
か
り
」
の
唄
に

『
な
く
も
ん
か
』
が
あ
る
。「
愛
想
笑
い
だ

け
は
上
手
く
な
っ
て
さ
、
大
人
に
は
な
れ

た
け
ど
。
僕
が
描
い
て
た
の
は
、
そ
ん
な

も
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。
も
っ
と
強
く
て

優
し
い
は
ず
の
温
も
り
…
」
も
っ
と
強
く

て
優
し
い
は
ず
の
存
在
、
そ
う
「
自
然
の

よ
う
に
大
き
な
人
」
そ
ん
な
大
人
で
あ
り

た
い
。
百
姓
暮
ら
し
こ
そ
、
自
然
を
父
母

と
す
る
「
い
き
も
の
が
か
り
」
な
の
だ
。

　

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
は
、「
子
ど
も
の
教
育

は
、
大
人
の
自
己
教
育
か
ら
…
」
と
言
っ

た
。
大
人
は
子
ど
も
の
お
手
本
と
な
り
う

る
か
？
「
名
ば
か
り
大
人
」
で
は
な
く
、

自
然
の
働
き
に
沿
っ
た
普
遍
的
な
「
自
学

自
習
の
学
び
」
を
ま
ず
大
人
か
ら
は
じ
め

た
い
。
大
人
が
子
ど
も
に
教
わ
っ
て
、
は

だ
し
の
ま
ま
自
然
に
飛
び
出
し
て
„
じ
ね

ん
童
“
に
な
ろ
う
！

1503

03
重政栄一郎／しげまさ・えいいちろう
エディトリアル・デザイナー

『闇の列車、光の旅』
【監督】キャリー・ジョージ・フクナガ  　【出演】エドガール・フローレス、パウリナ・ガイタン

　

登
場
人
物
が
移
動（
旅
）
し
な
が
ら
物
語

を
紡
ぐ
映
画
を
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
と
い
う
。

移
動
手
段
は
様
々
だ
が
、
そ
の
目
的（
ス
ト

ー
リ
ー
）
の
多
く
は
、
何
か
／
誰
か
か
ら
逃

げ
る
、
何
か
／
誰
か
を
追
う
、
ま
た
は
捜

す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
物
語
を
最
も

ス
リ
リ
ン
グ
に
す
る
要
素
だ
。
移
動
す
る

過
程（
各
地
）
で
、
様
々
な
出
会
い
と
別
れ

を
経
験
し
、
事
件
・
事
故
に
遭
い
、
発
見

や
喪
失
が
あ
り
、
成
長
が
あ
る
。
こ
の
映

画
も
典
型
的
な
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
だ
。

　

主
人
公
は
二
人
。
一
人
は
中
米
ホ
ン
ジ

ュ
ラ
ス
の
ス
ラ
ム
に
暮
ら
す
少
女
サ
イ
ラ
。

も
う
一
人
は
メ
キ
シ
コ
各
地
に
巣
食
う
ギ

ャ
ン
グ
組
織
の
一
員
の
少
年
カ
ス
ペ
ル
。

　

サ
イ
ラ
は
故
国
で
の
貧
し
く
希
望
の
な

い
生
活
に
見
切
り
を
つ
け
た
父
、
叔
父
に

連
れ
ら
れ
米
国
を
目
指
す
旅
に
出
る
。
主

な
移
動
手
段
は
鉄
道
。
も
ち
ろ
ん
楽
し
い

旅
で
は
な
い
。
彼
ら
が
乗
る
の
は
貨
物
列

車
の
屋
根
の
上
。
照
り
つ
け
る
陽
射
し
、

激
し
い
雨
風
を
遮
る
も
の
は
な
い
。
転
落

の
危
険
も
隣
り
合
わ
せ
だ
。
官
憲
に
捕
ま

れ
ば
即
強
制
送
還
。
凶
悪
な
犯
罪
集
団
に

襲
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
命
懸
け
の
旅
だ
。

　

も
う
一
人
の
主
役
カ
ス
ペ
ル
は
強
盗
目

的
で
仲
間
と
と
も
に
こ
の
列
車
に
乗
り
込

む
。
そ
の
際
サ
イ
ラ
を
強
姦
し
よ
う
と
し

た
ギ
ャ
ン
グ
の
リ
ー
ダ
ー
を
殺
害
し
て
し

ま
い
、
裏
切
り
者
と
し
て
組
織
に
追
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
恋
仲
に
な
っ
た
サ
イ
ラ

と
カ
ス
ペ
ル
は
ギ
ャ
ン
グ
組
織
か
ら
逃
げ

つ
つ
、
米
国
に
向
か
っ
て
ひ
た
走
る
…
…
。

　

サ
イ
ラ
が
乗
る
列
車
の
屋
根
に
は
、
他

に
も
数
多
く
中
南
米
の
貧
し
い
人
び
と
が

ひ
し
め
き
、
肩
を
寄
せ
合
っ
て
い
る
。
彼

／
彼
女
ら
の
目
的
も
も
ち
ろ
ん
米
国
へ
の

密
入
国
。
貧
し
く
危
険
に
満
ち
た
生
ま
れ

故
郷
か
ら
逃
れ
、
豊
か
で
清
潔
で
安
全
な

生
活
を
追
い
求
め
る
旅
だ
。
彼
ら
は
行
路

で
の
様
々
な
危
険
も
、
目
的
地
で
望
む
生

活
が
保
証
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
な
い
こ
と

も
、
自
分
た
ち
が「
招
か
れ
ざ
る
客
」
で
あ

る
こ
と
も
重
々
承
知
し
て
い
る
。
そ
れ
で

も
彼
ら
は
命
を
賭
し
て
「
北
」
を
目
指
す
。

　

粗
末
な
小
舟
に
す
し
詰
め
に
な
っ
て
海

に
乗
り
出
す
人
び
と
、
ト
ラ
ッ
ク
や
貨
物

船
が
運
ぶ
狭
く
密
閉
さ
れ
た
コ
ン
テ
ナ
に

紛
れ
込
む
人
び
と
、
酷
寒
／
灼
熱
の
大
地

を
長
駆
歩
き
進
む
人
び
と
…
…
。

　
「
北
」
へ
向
か
う
道
の
手
前
に
は
、
彼

ら
に
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
圧
倒

的
な
絶
望
と
虚
無
に
取
り
囲
ま
れ
た
現
実

が
存
在
す
る
。「
北
」
が
希
望
で
あ
る
限

り
「
闇
の
列
車
」
は
今
日
も
走
り
続
け
る
。

「
北
」
に
向
か
う
道
の
そ
の
手
前
に
は
…
…

『闇の列車、光の旅』
発売元：日活　販売元：ハピネット
価　格：DVD／1,200円（税別）
©2008 Focus Features LLC. All Rights Reserved.

【原題】Sin nombre
（2009年、メキシコ 米国）
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西
武
池
袋
線
の
大
泉
学
園
駅
か

ら
バ
ス
で
5
分
。
埼
玉
県
境

に
近
い
住
宅
地
の
中
に
農
地

が
広
が
り
、
加
藤
農
園
は
そ
こ
に
あ
り
ま

す
。
農
園
の
後
継
者
の
加
藤
幸
蔵
さ
ん
は
、

26
歳
。
歩
い
て
10
分
ほ
ど
、
ご
近
所
さ
ん

の
社
会
福
祉
法
人
「
つ
く
り
っ
こ
の
家
」

に
野
菜
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

加
藤
農
園
と
つ
く
り
っ
こ
と
の
関
係
は
、

幸
蔵
さ
ん
の
祖
父
母
の
代
に
始
ま
り
ま
す
。

野
菜
は
、
有
機
た
い
肥
を
使
っ
て
作
ら
れ

て
い
て
、
味
の
濃
さ
が
自
慢
で
す
。
野
菜

や
ク
ッ
キ
ー
、
さ
き
織
り
の
販
売
店
で
あ

る
「
み
の
り
や
」
の
店
頭
や
、
他
の
つ
く

り
っ
こ
の
店
舗
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

つ
く
り
っ
こ
は
、
精
神
障
が
い
の
あ
る

メ
ン
バ
ー
が
地
域
で
働
き
生
活
で
き
る
よ

う
に
、
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

支
え
あ
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
、
幸
蔵
さ
ん

の
野
菜
を
使
っ
た
約
50
人
分
の
お
昼
ご
は

ん
を
作
り
、
一
緒
に
食
べ
る
の
が
日
課
で

す
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
幸
蔵
さ
ん
の
野
菜
を

通
し
て
地
域
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。
人
が
生
き
る

の
に
欠
か
せ
な
い
野
菜
を
売
る
こ
と
で
、

地
域
の
人
び
と
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

幸
蔵
さ
ん
は
、
つ
く
り
っ
こ
の
こ
と

を
「
パ
ー
ト
ナ
ー
」
で
あ
る
と
言
い
ま
す
。

「
野
菜
を
買
っ
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
」
よ

り
も
深
い
関
係
。
つ
く
り
っ
こ
で
は
、
就

農
し
た
ば
か
り
で
試
行
錯
誤
中
の
幸
蔵
さ

ん
と
時
折
、
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
い
ま
す
。
幸
蔵
さ

ん
は
、
つ
く
り
っ
こ
の
メ
ン
バ
ー
に
農
園

に
来
て
も
ら
い
、
農
園
で
一
緒
に
野
菜
を

食
べ
た
り
、
働
く
場
を
作
っ
た
り
し
た
い

と
い
う
未
来
像
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
友
産
友
消
の
関
係
は
続
き

ま
す
。
■

安藤丈将／あんどう・たけまさ
練馬区住民

【左】幸蔵さんの野菜を
　　料理当番の人たちで調理。
【右】本日のメニューはカレー。

幸蔵ファーム
東京都練馬区大泉学園町3丁目　
《e-mail》k.kato.farm@gmail.com

社会福祉法人つくりっこの家
東京都練馬区大泉学園町1-23-5　
《電話》03-5387-2477　
http://www2.ttcn.ne.jp/~tukurikko/index.html

みのりや

東京都練馬区大泉学園町1-25

加藤農園の巻

09

　この原稿が掲載される頃には、夏真っ只中。
暑中見舞い申し上げます
　今回は、マスコバド糖。もう長いお付き合いですねぇ。自
らマスコバド糖広報、親善大使と名乗るほど。いろんな媒体
でも語ってきましたが。
　修行時期を経て一本立ち、そう「シェフ」と呼ばれるよう
になった頃からだから17年になりますか。現APLA事務局
長の吉澤さんが僕の料理教室の生徒さんで当時彼女はマスコ
バド糖の担当だったのが出会いのきっかけでした。
　以来僕が作る料理やドルチェにはいつもこのマスコバド糖
（通称マスコ）が存在していますが、これが付き合ってみると奥
が深い。これを砂糖の一種として語るつもりはなくて、あわ
せる素材や季節でいろんな顔をする天然旨味調味料ですね。
　例えば夏。夏の盛りに涼を取るのに日本人も地域ごとに色
んな工夫がありますよねぇ。かき氷やらなんやらと。それと
同時に夏バテ対策になんてのも沢山あります。皆さんはどん
な工夫をしてるのでしょうか？　関東では古来冷やし甘酒。
そして京都の冷やしあめ、なんてのもいいですよね。これは
効きますね、なんかスーっと暑さが引いて疲れもとれたりし
て。個人的には大好きで、1日厨房にいたりすると、水分摂っ
ているつもりでも自分の想像以上に消耗していて。塩分と糖
分の摂取バランスが体調に左右するのがよくわかる季節です。
　もちろんマスコのもつ旨味やコクも冷やし甘酒やひやしあ
めに匹敵するものがあります。きまぐれやでは、マスコと生
姜を煮てシロップをつくります。それを炭酸と檸檬果汁で割
って自家製ジンジャーエールを作ります。またそのシロップ
を利用してドレッシングにしたりゲランド塩とぬるま湯で割
り、夏の厨房ドリンクにしたりも。
　そんなある日のこと。株式会社新潟麦酒さんからオリジナ
ルの炭酸飲料を作らないかと、お声がけ頂き、これは面白
い！とマスコを抱えて新潟の上越に行きました。当初マスコ

と生姜のシロップを麦芽とホップでなんて思
っていましたが、向こうで社長自らブレンド
をしていただきながらの試作。マスコを麦芽
とホップと合わせるのですが、麦芽を増やし
たり、ホップを減らしたりしていく中で、甘
さの表情がどんどん変わるのです。生姜はあ

とで足してということで、ひたすら、マスコ、麦芽、ホップ
のブレンドを。
　皆さん麦芽だけとか、ホップだけって味見したことありま
すか？　物凄い酸味だったり苦さだったりするんですが、マ
スコはその二者を受け止めて融和していくんですね。味見し
ながらワクワクしてしまいました。結果、もう生姜いらない
よね、というバランスに辿り付きマスコバド糖の炭酸飲料
「甘くて苦いクロタンサン」の誕生になりました。本当はそん
な苦くなんかないんですけど、麦芽とかホップを使うので麦
酒の苦さをネーミングの時にイメージでつけました。この暑
い時期にあえてぬるいクロタンサンを飲むのも疲れがとれま
す。ウィスキーとわってクロハイボールなんてのも人気です。
　赤ワイン、フォンドボー、味噌、醤油、ついには麦芽とホ
ップと、幅の広いものを融和してくれるマスコバド糖にまだ
まだ夢をみたいと思う今日このごろです。■

吉田友則／よしだ・とものり
出張料理「きまぐれや」シェフ

マスコバド糖今日の
食材

製菓製パンの専門学校で勉強した後、料理の世界に入る。長野県八
ヶ岳の井出忠利氏に師事し、ジャンルに囚われない季節感を大事に
した料理を目指すべく海外に渡る。帰国後、イタリアン、フレンチ、洋
食屋などで経験を積み、口福感の残る料理を提供すべく独自の活動
を展開している。日本一移動するレストラン「きまぐれや」は16年目
を迎え、開けたドアは2400軒。

出張料理「きまぐれや」シェフ　吉田友則

語り尽くした感もありますが。

筆者プロフィール
みのりやの前で。右から2番目が加藤幸蔵さん。

キャンプ、イベント、夕涼みなど夏休みの様々なシーンで飲
んでいただけます。夏の疲れを癒してくれはず！
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　ベトナム戦争時、米軍の砲撃を人口当たり
一番受けたのはラオスの人びとだったことを、
今回の特集記事で初めて知った。
　前号で紹介したタイのエビ労働者しかり、
日本のメディアは大事件が起こらない限り、
こうした国々の状況は報道しない。
　でも、APLAには、アジアや世界の地域に
身を置いて活動している方々が、たくさんリ
ンクして下さっている。ハリーナは、これから
も、リンケージ・イン・アジアにこだわった人
びとの状況を伝えていきたいと思う。（大橋）

　育休から復帰し、今号より編集部に戻って
まいりました。今年から近所の畑を借りて野
菜作りを始めました。やってみると初めて知
ることばかり。これまで散々ネグロスの人た
ちに「持続可能な農業！」なんて言ってきてい
ますが……。少しでも作物を作る人の気持ち
に立てるようにと思っています。子どもの教
育も「自学自習の学びをまず大人から！」。じ
ねん道さんの言葉が心に響きました。（吉澤）

　 パプアの友人ティナさんが旅立ってし
まった。Facebookという便利なツールのおか
げで、パプアと日本、遠く離れていてもお互
いの近況を知ることができていた。わたしが
辺野古の海のことを投稿した時に「いつか行
きたい！お金を貯めないとダメね…hahahaha 
ha」とコメントしてくれたのは、ほんの4カ月
前のこと。一緒に海を泳ぐことはもう叶わな
くなってしまったけれど、パプアに会いに行
くから待っててね。（野川）

熊本地震の災害救援募金へのご協力、ありがとうございました。
2016年4月に発生した熊本地震への災害救援募金のご支援ありがとうございました。
募金は7月1日にグリーンコープへ振り込みました。
募金額総計：72,500円

「福島の子どもたちに届けよう バナナ募金」へご協力を！
17施設、約1300人の子どもたちへバナナの発送を継続してきていますが、募金額が減少してき
ております。皆様のご支援・ご協力、よろしくお願いいたします。

以下の呼びかけに協力しました。
●国際環境NGO FoE Japan主催「Climate Justice Now―気候変動とたたかうアジアの人々の声」

事務局の動き（2016年5月～2016年7月）

事務局からお知らせ

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
・

北
部
ル
ソ
ン
、
ヌ

エ
バ
ビ
ス
カ
ヤ
州

マ
ラ
ビ
ン
渓
谷
。

循
環
型
農
業
や
持

続
可
能
な
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
柑
橘
生
産

者
の
ギ
ル
バ
ー
ト

さ
ん
を
訪
問
し
ま

し
た
。
2
0
1
5
年
4
月
に
柑
橘

生
産
者
た
ち
は
、
ネ
グ
ロ
ス
島
の

カ
ネ
シ
ゲ
フ
ァ
ー
ム
・
ル
ー
ラ
ル

キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
し
、
交
流
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
の
循
環
型
農
業

の
実
践
を
見
て
、
自
分
た
ち
な
り

の
工
夫
を
さ
ら
に
試
し
、
少
し
ず

つ
成
果
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
豚
を
飼
い
、
そ
の
糞

尿
を
液
肥
と
し
て
使
用
。
そ
れ
に

加
え
、
B
〈
注
〉

M
活
性
水
を
主
に
土
壌

潅
水
と
葉
面
散
布
に
使
用
し
、
数

年
放
っ
て
お
い
た
蜜
柑
の
木
の
手

入
れ
を
し
た
と
こ
ろ
、
通
常
で
あ

れ
ば
２
〜
３
年
か
け
て
実
を
な
ら

せ
て
い
く
の
で
す
が
、
1
年
で
復

活
し
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
花

芽（
蕾
）
が
付
い
た
と
こ
ろ
に
葉
面

散
布
を
始
め
た
ら
、
散
布
し
て
い

な
い
と
こ
ろ
に
比
べ
る
と
実
付
き

が
良
く
、
通
常
よ
り
早
く
出
荷
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
早

期
出
荷
は
高
い
価

格
で
売
れ
る
の
で
、

と
て
も
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

　

一
方
で
地
域
内

で
は
、
化
成
肥
料

や
殺
虫
剤
に
頼
る

人
が
い
る
と
の
こ

と
。
有
機
農
業
に

懐
疑
的
な
生
産
者

が
多
く
、
な
か
な

か
こ
れ
ま
で
の
考

え
方
を
変
え
て
い

く
こ
と
は
簡
単
な

5月 2日～
11日 フィリピン・ネグロスに寺田が出張しました。

5月 14日～
15日 新潟県長岡市で「ホンモノの手作りチョコレート」ワークショップを開催しました。

5月 14日 「フェアフェス2016」（池袋）に出展しました。

5月 15日 URBAN RESERCH DOORS 虎ノ門店（東京都港区）で「あなたに合ったコーヒーをみつけよう」ワーク
ショップを開催しました。

5月 21日 東ティモール・フェスタ2016に実行委員会メンバーとして参加しました。

5月 22日 「カンタ！フェスタ2016」に出店しました。

5月 22日 第5回ロータス寺市に出店しました。

5月 29日 東京朝市・アースデイマーケットに出店しました。

5月 30日～
31日 福島のバナナ募金届け先保育園4ヵ所を秋山と大久保が訪問しました。

5月
6月

30日～
5日 JAMMINのチャリティ Tシャツのキャンペーンがありました。

6月 4日 第9回総会を開催しました。

6月 4日 理事会を開催しました。

6月 7日～
16日 フィリピンに秋山と寺田が出張しました（寺田は26日まで）。

6月 12日～
19日 フィリピン・ネグロスに大久保が出張しました。

6月 25日 東京朝市・アースデイマーケットに”P to P Café”として出店しました。

7月 13日 友産友消のススメ①を開催しました。

7月 21日～
28日 グリーンコープ「青少年ネグロス体験ツアー」が開催され、大橋と寺田が同行しました。

こ
と
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。
ギ
ル

バ
ー
ト
さ
ん
の
息
子
の
ボ
ン
さ
ん

は
、「
周
辺
で
農
薬
を
使
っ
て
栽

培
し
て
い
る
柑
橘
と
変
わ
ら
ず
立

派
な
実
が
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
は

自
分
た
ち
が
例
を
見
せ
る
こ
と
が

で
き
た
ら
」
と
前
を
向
い
て
い
ま

し
た
。

　

こ
こ
最
近
、
町
か
ら
の
道
路
も

水源の周りには、緑が青々と茂っています。

柑橘生産者のギルバートさんのお連れ合いと息子のボンさん。

ら
し
い
実
践
を
つ
み
ま
し
た
。
熱

心
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
多
い
グ
ル

ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
、
神

父
さ
ん
か
ら
頼
り
に
さ
れ
て
、
別

の
地
域
の
環
境
保
全
に
貢
献
し
た

と
い
う
こ
と
は
大
き
な
自
信
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
A
P
L
A
と

し
て
も
、
と
て
も
う
れ
し
い
ニ
ュ

ー
ス
で
し
た
。（
A
P 

L
A
事
務
局
：

野
川
）■

　

地
域
の
水
源
を

守
り
、
子
ど
も
や

孫
世
代
に
引
き
継

い
で
い
け
る
よ
う

に
、
乾
季
に
も
生

活
用
水
や
農
業
用

水
に
困
ら
な
く
な

る
よ
う
に
、
と
エ

ル
メ
ラ
県
の
コ
ー

ヒ
ー
産
地
で
展
開
し
て
き
て
い
る

水
源
保
全
活
動
。
こ
れ
ま
で
に
水

源
保
全
活
動
を
実
施
し
て
き
た

G
A

T
A

M
I

R
　
　
　
　
　
　
　

と

Fitun C
aetano　

　
　
　
　
　
　

の
2

つ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
活
動
後
も

住
民
自
身
が
手
入
れ
を
続
け
て
い

ま
す
。
2
0
1
5
年
は
、
例
年
以

上
に
長
く
厳
し
い
乾
季
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
乾
季
を
乗
り

越
え
た
2
0
1
6
年
2
月
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
水
源
は
、
緑
が

青
々
と
茂
り
、
き
れ
い
な
水
が
湧

き
出
て
い
ま
し
た
。
東
テ
ィ
モ
ー

ル
の
雨
季
に
は
、
毎
日
豪
雨
が
降

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
川
を
流
れ

る
水
は
赤
土
を
削
っ
て
真
っ
茶
色

の
泥
水
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す

が
、
水
源
か
ら
湧
い
て
い
る
水
は

透
き
と
お
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
にFitun C

aetano

に

つ
い
て
は
、
噂
を
聞
き
つ
け
た
近

隣
のLetefoho

と
い
う
街
の
教

会
の
神
父
さ
ん
が
見
学
に
来
て
、

「Letefoho

で
も
水
源
保
全
を
し

た
い
！
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
！
」

とFitun C
aetano

の
メ
ン
バ
ー
を

説
得
。
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が

Letefoho

に
〝
出
張
〞
し
、
自
分

た
ち
が
学
ん
だ
こ
と
を
別
の
地
域

の
人
た
ち
に
伝
え
る
と
い
う
素
晴
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水源保全活動の成果が
少しずつ形に。

From East Timor【東ティモールより】

（
2
0
1
3
年
度
）

（
2
0
1
4
年
度
）

まず実践。
そして少しずつ成果を。

FromNorthern Luzon,Philippines【北部ルソンより】

整
備
さ
れ
は
じ
め
、
物
流
が
良
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
時
、
病
害

が
発
生
し
、
柑
橘
栽
培
を
辞
め
て

い
く
人
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
始
め
た
こ

と
で
、
村
に
人
が
戻
り
は
じ
め
、

柑
橘
や
米
だ
け
で
は
な
く
、
野
菜

な
ど
を
作
り
は
じ
め
る
農
家
が
増

え
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

新
し
い
生
産
者
も
増
え
始
め
て

い
る
マ
ラ
ビ
ン
渓
谷
。
彼
ら
の

〝
お
手
本
〞
が
ま
す
ま
す
地
域
の

農
業
に
大
切
な
影
響
を
与
え
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。（
A
P
L
A

事
務
局
：
寺
田
）■

〈
注
〉 

B
M
活
性
水
：
微
生
物（
バ
ク
テ
リ
ア
）と
ミ
ネ

ラ
ル
の
働
き
を
う
ま
く
利
用
し
、土
と
水
が
生

成
さ
れ
る
生
態
系
の
シ
ス
テ
ム
を
人
工
的
に

再
現
す
る
B
M
W
技
術
に
よ
り
作
ら
れ
る
活

性
水
。


